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東洋大学の創立者である井上円了博士は、哲
学要領〔前編〕（明治19年9月刊行）において、「西
洋哲学と東洋哲学との間に、性質の単雑と種類
の多寡との異同あるは他なし。けだし東洋は一
国の思想ことごとく一主義に雷同するの傾向あ
り。西洋はこれに反し一思想起これば必ず他の
思想の起こるあり。」と指摘し、「これ西洋学の
進化するゆえん、東洋学の退歩せるゆえんなり。」
と断定しています。概念的には、農耕民族的な
東洋は「静」であり、狩猟民族的な西洋は「動」
であるとも言えましょう。�
人間の脳活動とのアナロジーですが、感性に

よって記憶の検索を行う右脳は静、理性によっ
て事態の推論を行う左脳は動、にそれぞれ対応
させることができます。このような静と動が連
携する図式を経済活動になぞらえてみますと、
右脳における情報ストックに類似して図書・記
録その他の資料を収集・整理・保管し、左脳に
おける情報フローに類似して図書資料を必要と
する人の利用に供する、という図書館の機能に
通ずるものがあります。静的なストックと動的
なフローは密接に関連しています。�
その結果として、自由奔放な想像から芸術文化、
科学技術の創造がなされ、新たなストックとフ
ローが生み出されます。これが図書館の効用です。
これによく似たパターンですが、白山・朝霞・
川越・板倉の4キャンパス間における図書資料
のやりとりも大きな効果を発揮しています。地
域連携においても、ストックとフローの有機的
な結びつきと調和の重要性は多言を要しません。
とくに最近は、図書館における情報の大ストッ
クとインターネットにおける情報の大フローの
結びつきが益々強くなりました。�
学術文化芸術の成果蓄積であるストックとし

ての貴重な資料は、年代という厚い地層に埋も
れながらも、今なお存在価値を発揮して、年代

的ベストセラーとしての輝きを失っていません。
対するに、昨今の政界、経済界、スポーツ界な
どにおける目まぐるしい栄枯盛衰を目の当たり
にするにつけても、平家物語の冒頭の「祇園精
舎の鐘の声、諸行無常の響きあり。沙羅双樹の
花の色、盛者必衰の理をあらはす。」のくだりが
脳裏をよぎります。やはりフローに左右されな
いストックの価値ということでしょうか。�
その図書資料ですが、従前は一般に重厚長大
な紙を用い、静的な文字、記号、写真、絵画を内
容とする冊子出版が主流でした。今後は一般に
軽薄短小な光ディスクなどの電子媒体を用い、
動的な音声、映像も取り込んだ電子出版が増加
するでしょう。このこととも関連しますが、コ
ンピューターとネットワークを活用して、図書
館の電子化、すなわちe‐ライブラリーの実現、
が顕在化しつつあります。書誌情報検索の電子
化に加えて、e‐ジャーナル利用など情報コン
テンツの電子化が中心となっています。�
その分、文献の紹介・提供などのレファレン
スサービスでは、人間の直観的ひらめきを生む
感性と電子機器の高速処理能力に絡む理性の調
和がより効果的に実現できます。井上円了博士
の哲学一夕話〔第2編〕（明治19年11月刊行）に、
「諸説相合して、よくその中を得たるもの、これ
を円了の中道と称するなり。けだし円了の義たる、
道理の円満完了するところにして、諸説諸論の
回帰してよくその中和を得るものをいう。」の
記述があります。静から動へ、そして静と動と
が協調して、図書館が進化します。�

静から動へ�

東洋大学附属図書館長　森川　滝太郎�
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　『猛スピードで母は』はとても身近に感じる
作品だ。生活の細かい所まで描かれていて、懐
かしくなってしまう。母子家庭が舞台になって
いるが、普通の家庭の母と子の関係でも共感で
きる。読んでいくうちに、自分の母親のイメー
ジと重なったり、自分も幼い頃こんな思いをし
た事があるなぁ等多々感じる場面がある。例え
ば、この作品に出てくる慎の母親は１人で車の
タイヤを替える事が出来る人で、そう言えば自
分の母親もあんな事が出来たなぁと、父親とは
違う母親の強さを思い出したりした。�
　慎の母親は、慎を子ども扱いしながらも時に
大人扱いする事もある。慎も仕事で大変な母親
を強いと感じながらも、母親の恋人と関わりな
がら違う母親の面を感じていく。慎と母親のや
り取りの中でそれが感じられる。幼い頃は、母
親は何でも出来ると思っていたが、大人になる
につれて母親の弱い一面を見つけたという経験
が皆さんにもあるのではないだろうか。�
　結婚話・別れ・転職・祖母の死・いじめなど
の様々な出来事に慎はきちんと向き合っていく。
母親の事でいじめられるようになるが、慎は自
分がいじめられている理由を納得していて自分
で対処していく。また、疲れている母を細かい
ところまで気遣っている慎の姿を思い浮かべる
と、子供は思いがけないところで成長するもの
だと感じた。慎の母親は、周りから見れば母親

として良く見られないかもしれないが、慎に
とっては「かっこいい母」である。慎の母親は、
学校のプリントを面倒くさそうに読んだり、
朝ごはんを作らなかったりする。読み始めた
時はだらしない感じを受けたが、それは仕方
がないことで、別に悪くないのではと思うよ
うになった。母親が大変な時は慎がカバーし
ているし、母親も慎の頑張りに応えている。
家族のあり方はそれぞれで、その家族のライ
フスタイルに合った関係がその家族にとって
良い関係なのではないだろうか。色々な事情
がある親子だが、自然な親子関係が描かれて
いるので、私たちの母と子の関係と近いもの
を感じられるはずである。�
�

文 学 賞 �

第126回芥川賞受賞者は誰？��
そう、皆さんご存じの東洋大学卒業生『長嶋有』氏ですよね。�
ところで芥川賞って、文学賞って何だろうと思ったことはありませんか？　うまく説明できる
自信はありますか？�
これを機会に日本の文学賞の一部を少し覗いてみようと思います。�
今回は、本学図書館所蔵の各文学賞受賞作品の中から代表４名にお気に入りの作品の感想文を
書いてもらいました。�

第126回芥川賞受賞『猛スピードで母は』（長嶋　有著）�

�
　卒業生の長嶋有氏（平成8年2部国文学科卒）
が『猛スピードで母は』で第126回芥川賞を
受賞した。長嶋氏は先に『サイドカーに犬』
で第92回文學界新人賞を受賞しており、描写
や構成が「細部までセンス良く磨き上げられ
た作品」として高く評価されていた。また、2
つの作品はともに子どもの視点から見た女性
の姿を描いたもので、1980年代初頭の風景も
サラっと溶け込んでいる。�
　このほど行われた芥川賞・直木賞の贈呈式
では、「傲慢さと謙虚さを両立させながら、書
き続けていきたい」と今後の抱負を語った。�

（東洋大学報第181号より）�

社会学部3年　新井　昭子（あらい　しょうこ）�

って…�

本学卒業生が第126回芥川賞を受賞�

『猛スピードで母は』を読んで�
�
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第125回の芥川賞が発表されたときから非常に気に
なっていた小説である。インターネットの批評欄もチェ
ックして、読もうと思った。実は普段は芥川賞作品と
言うのはすぐには読まない。気になっていても文庫
サイズになるまで読まないのは、単に怠惰な文系学
生であるだけでなく、受賞作というものに何故か抵
抗感があるからだ。ところが、今回は読みたいと切に
思った。それは、書店で見た帯の文句が気になった
からだろう。そこには「現役僧侶が生と死の間を見
つめて選考委員全員の支持を集めた　芥川賞受
賞作」とあった。もう一つは祖母を昨年なくして、葬
儀というものに最近触れていたからかもしれない。�
表紙に小さな文字で「中陰とは、この世とあの世の
中間」と書いてある。耳慣れない「中陰」という言葉
は、『広辞苑』によれば「中有」という言葉と同義で「衆
生（命あるもの。生きとし生けるもの）が死んで次の
生を受けるまでの間。期間は中有の念の間から七
日あるいは不定ともいうが、日本では四十九日。」と
ある。魂が彷徨い新たな生を受けるまでの時間を指
す言葉のようだ。�
主人公である僧侶は、彼自身の周囲で起こる魂の
彷徨いに対して、どのように対処すべきかに悩む。
死ぬことはわかるのだが、ではその後はどうなるのか、
ということが大きな問題である。「おがみや」と呼ば
れる女性の死がもたらす、科学的には証明されにく
い不思議な体験を通して、向き合った「死」。そして
主人公とその妻の間に授からずに消えていった命
の「死」。それに相対する、生きている人間の中にあ
る感情や、主人公夫妻にもあった生 し々いまでの「生」。

それらの出来事を通じて、人の生死について思い
をめぐらすことが淡々と描かれている。本来ならば
迷う人或いは魂を救うことが、宗教者である主人公
の役目であるし、死後の世界なるものを一番よく理
解しているはずだが、彼自身がそこに対して迷いを
持っている。中陰にあって彷徨っているのは、死ん
だ人の魂なのではなく、実は今生きている人の心な
のかもしれない。迷っている心が、死んだ人の魂に
姿を借りて、否、自分自身がそこではじめて迷ってい
る事実に向き合うのかもしれない。人の死に相対し
たときに、普段はあまり考えない死生観というものを
目の前に突きつけられる。だからこそ、そういう非日
常時に迷いが頭をもたげるのかもしれない。死とは
何か。生とは何か。そして、死と生の間に立つ人間
の迷いとは何か。�
この本には、もう一篇の短編が収録されており（『朝
顔の音』）、こちらの方がストレートな書き方である。
人の死と生ということ、そしてそれに伴う迷いがはっ
きりと明示されているように思う。そういう点ではわ
かりやすいかもしれないが、生 し々い感じがして、『中
陰の花』の方がソフトである。これは好みの問題で
あるが、両者に共通するのはやはり死生観という問
題である。�
これから、お盆の季節を迎える。御霊に取り憑かれ
ることは困るが、人間の死、或いは死後のことに思
いを馳せる季節になる。あっさり読むのも一つの方
法であるし、演習のようにじっくり読むこともまた一つ
である。じめじめした読後感はないが、しかし心の中
にずしりと重いものが残ることは否めない。色々に
悩むことが出来る手頃な作品であると思うが、如何
なものだろうか。�

芥川賞とは…�

SUMMER 20024

第125回芥川賞受賞『中陰の花』（玄侑　宗久著）�

文学研究科（後期）　横打 理奈（よこうち りな）�
『中陰の花』を読んで�
�



SUMMER 2002 5

�
�

�
卓越した個性は時間とともに進歩と停滞の二

面性を現す。経済に精通した御仁はこの手の論
調で、独立心の強い才気有る優秀な技術者をい
じめる。しかしこれは組織の規模と歴史がある
程度以上になると俄然に現実味を帯びてくる。�
ここにある指導者が居る。この指導者は古くか

ら優れた名品を創り続けてきた。その功績によっ
て神同然の存在になる。しかし指導者に意見しよ
うものなら、立ち所に指導者若しくはその取り巻き、
或いは組織全体から厳しい態度で当たられる。
指導者の意思は絶対のものとなり、組織の命運
は指導者如何に拠る。そして指導者が去り、直接
の影響力はなくなるが、その観念は残された者た
ちに取り憑く。彼らは長年に亘って自分たちの指
導力は指導者に到底及ばないことを思い知らさ
れている。彼らに出来ることは現状維持しかない。
これは在り来りな官僚社会の話である。�
ホンダも例外ではないようだ。その辺のこと

は『ホンダ神話─教祖のなき後で』の後半部分
に集約されているし、そこまでの経緯は前半ま
でに述べられている。�
ただ問題は、これがホンダだけに限定された

状況ではないということだ。前述の例え話は、
古今東西、枚挙に暇がないほど数多くの状況に
当て嵌まる。共通することは、あるシステムの
標準を確立した功績と、その標準から逃れられ
ない悲劇にある。�
この原則に従ってモノを書こうとすれば、ホ

ンダに限らず他の組織が味わった悲劇話や、こ

れから悲劇が起ころうとしているが今現在安泰
である組織に御節介をすることもできる。�
我々は、ホンダの指導者は本田宗一郎氏であ

ると信じきっている。では、かなり早い段階で彼を
ホンダから抹殺したなら、かのような悲劇を耳にす
ることはなかっただろうか。答えは、かなり明白にノー
である。二極標準、ホンダの指導者は本田宗一郎
氏だけではなく、もう一人居たということは、今でも
殆ど知られていないのではないか。�
指導者が去った後、その観念が残された者たち

を襲う。冒頭の一文は比較的よく耳にするが、少
なくとも我が国のように観念論が物事を支配する
ところでは不適当である。すなわちホンダに限らず
すべての組織に於いて、卓越した個性を持った
指導者が存在しているうちは進歩が、去った後は
停滞がもたらされる、これがすべてである。�

大宅荘一ノンフィクション賞とは…�

第27回大宅壮一ノンフィクション賞受賞『ホンダ神話－教祖のなき後で』（佐藤　正明著）�

佐藤　正明（さとう まさあき）氏プロフィール�

               第27回大宅壮一ノンフィクション賞受

賞者、佐藤正明氏が工学部新図書館オープン記念

講演会講師として6月10日川越キャンパスに来校！�

『ホンダ神話－教祖のなき後で』を読んで�
�工学研究科（前期）　木村 秀平（きむら しゅうへい）�

TOPIC
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 宮部みゆきのこの『模倣犯』という作品には
多くの人物が登場します。私はこんなに多くの
登場人物がいて、いったい誰が主人公になるの
だろうと不思議に思いました。�
　しかし、この登場人物の多さがまた、この作
品を面白くしているのではないかと考えていま
す。物語は犯人、被害者の遺族、刑事、第一発
見者、ルポライターなど様々な人の視点で進ん
でいきます。私は彼らに共感、反感し、疑問を
抱き、彼らの中に自分と重なる部分を発見する
ことで自分もいつの間にか『模倣犯』の世界の
一人になったような気分になっていました。い
つの間にか自分もその世界に入り込んでいる、
この作品には読者をそこまで引き込むおもしろ
さがあるのです。�
 宮部みゆきの作品の中でも一番の量があると
思われるこの作品を時間も忘れ、読みふけるこ
とができたそのおもしろさの原因はいったい何
だったのでしょう。�
　先にも述べているように、この作品にはとて
も多くの登場人物がいます。物語が進んでいく
上で一つ一つの出来事が複雑に絡み合い、彼ら
は出会っていきます。あれだけの多くの登場人
物がいるにもかかわらず、彼らの出会いは決し
て突飛で不自然なものではないのです。その文
章構成のうまさに読者を物語に引き込む力があ
るのではないでしょうか。�
 さらに、この作品では犯人がかなり早い段階
で明らかになります。犯人がわかっている上で、
私は次に犯人が何を仕掛けてくるのか、なぜそ
のようなことをするのかを考えながら読み進め
ました。しかしそれは容易に想像しえるもので

はなくて常に私の想像を超えてしまうのです。
予想外の出来事は何も犯人の側のことだけで
はありませんでした。登場人物の多くが私の
予想をことごとく裏切る行動をとり、物語は
私が想像もしえなかった展開を繰り広げました。
予想通りにいかないからこそおもしろさが、
読み進める楽しみがさらに増していくのだと
考えます。�
　犯人の残虐なセリフや狡猾さ卑劣さにはと
ても腹が立ち、犯人を憎みました。本の中に
入ってこいつが犯人だ！と教えてあげること
ができればこれ以上被害者が出なくてすむの
にと考えるほどでした。卑劣な犯行には怒り
と共に、何でここまでするのか、何でそんな
ことをしてしまうのかという疑問を抱かずに
はいられませんでした。被害者のこと、その
家族･友人などのことを考えればできそうもな
いのに、それほどに犯人の心の闇は彼を蝕ん
でいたのでしょうか。事件を起こすことでそ
の心の闇が晴れるとは私には到底思えません。
さらに深いところへ、どんなに光を当てても
届くことのない闇に包まれてしまうのではな
いでしょうか。私たちの暮らしている現実の
世界にも恐ろしい事件は日々起きています。
実際に『模倣犯』のような事件が起きてしま
うかもしれない世の中ですが、私はこの犯人
のような他人の痛みを想像できない人間には
なりたくないと思います。��
　この作品は上･下巻となっておりとても長く、
本当に読みごたえがあります。文章自体はと
ても読みやすく、読んだら最後止まらなくな
ること請け合いです。東洋大学全キャンパス
の図書館に『模倣犯』はおいてありますので、
是非一度お試しあれ。��
�

第55回毎日出版文化賞（特別賞）受賞『模倣犯』（宮部　みゆき著）�

毎日出版文化賞とは…�

『模倣犯』を読んで�
　生命科学部4年　小林　直子（こばやし　なおこ）�
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　平成 6年の初夏、文学座編集部から電話があ
った。今秋、文化庁芸術祭協賛公演として、有吉
佐和子さんの『ふるあめりかに袖はぬらさじ』
を上演することになった。ついては、同作品の
時代背景についての解説をお願いしたい、と。�
　かねてからこの才女の作品に親しみ、とり
わけ出世作『紀ノ川』や『華岡青洲の妻』（第
6回女流文学賞）を愛読していたが、『ふるあ
めりか』は未見だった。でき得れば『華岡青
洲の妻』と思ったが、事情を聞いて納得した。
幕末の横浜を舞台とするこの作品には、攘夷
派の武士というのが重要な狂言回しとして登
場し、かれらは大橋訥菴門下の思誠塾の面々
という設定であり、ところであなたは訥菴に
ついての論考を書いておられますね、という
のである。私の地味な論文集にまで目配りし
ての熱意にもほだされたが、主演が杉村春子・
太地喜和子と聞いて快諾した。�
　原稿料はともかくとして（？）、杉村さんの
色紙が欲しい。商談成立。かってある英国人
が次のようにのたまうた。日本には貴族は一人、
金持は二人しかいない、と。このひそみにな
らえば、日本に俳優は二人しかいない、杉村
春子と滝沢修。文学座の例の分裂騒動に際し、
心嬉しい逸話がある。鎌倉の里見　が杉村宛
に電報を打った、「ガンバレ、オレガツイテイル」。
居合わせた小津安二郎がこれに和した、「オレ
モツイテイル」。�
　有吉作品の主題は、開港当初の横浜の遊廓
でアメリカ人に身を任せることを肯んぜず自
死した、薄幸の女郎亀遊の宿命を、当時の攘
夷運動とからめたものである。「攘夷」は商売
道具の一つだし、遊廓は、「ヌケラレマス」の
ドブ板横丁を走り廻り、「見返り柳」の近傍で
生育した幼少年代からの縁がある。かくて「攘
夷と遊里」なる駄文一篇をものして、めでた
く杉村氏の色紙もせしめた。�
　翌年、また電話があった。江守徹作『絹布
の法被』の解説を、と。時代は自由民権運動
熾烈な明治中期、憲法の発布を絹布の法被と

聞き違えるような当時の世相を鋭く抉った、
才気溢れる諷刺劇である。時代的に少し躊躇
しないでもなかったが、自由民権へのいささ
か個人的な関心から引き受けた。この数年前に、
『日本歴史展望11、明治国家の明暗』（旺文社）
という本を眺めていたら、明治 12年 7月、愛
国社の国会開設請願決定に4ヶ月先立ち、全国
各紙に「国会開設懇請議案」を発表し、自由
民権史上画期的なアピールをした、とのキャ
プションを付された、「桜井静の旧宅、千葉県
芝山町」という写真が目に止まった。�
　もしやと思い、当時90餘歳の母に見せると、
サクライのオバさんの家だ、と言う。母の母、
つまり私の祖母の妹の嫁ぎ先で、子供の頃こ
の家によく泊まりに行ったと言って、しばら
く遠方を見るような目付きをした。杉村氏の2
枚目の色紙こそ逸したが、少しだけ親孝行を
したような気がした。�
　それにしても祖母の実家は随分と奇抜な選
択をしたものだ。祖母の嫁ぎ先は、最後の浜
松藩主（明治元年10月上総鶴舞へ転封、2年 6
月版籍奉還。「フィロス東洋」第 5号）の叔父
の家で、典型的な没落士族の守旧派。その妹
が嫁いだ先が新興民権派のラディカルな改革
家の家。これでは右と左の両極端で、いかに
廃藩置県（4年 7月）後間もない混乱の転換期
とはいえ、いささかダイナミックにすぎよう。�
　母の弟二人のうち上が「帝大」出の「陸軍
士官学校」教授、下が旧制中学（中退）以来
の菜っ葉服の左翼活動家というのも、その伝
統か。どうも右往左往はわが歴史的宿命らしい。�
　平成11年冬、新橋演舞場から電話があった。
中村勘九郎主演の、……残念、約束の紙幅が
尽きた。�

随 想 �
右往左往�

文学部史学科　教授　小池　喜明�

けんぷ�

はっぴ�

とつあん�

ブルーカラー�



I N F O R M A T I O N
図書館ニュース『　　　　　　』はホームページでご覧いただけます。� http://www.toyo.ac.jp/libra/

白 山 � 朝 霞 �

全 館 �
所蔵状況�

工学部�

板 倉 �

●夏季休暇中の開館について【8/1（木）～9/21（土）】�
開館時間�

�8月  1日（木）～8月31日（土）�

　　月～木　11：00～20：00�

　　金・土　12：00～19：00�

�9月  2日（月）～9月20日（金）�

　　月～金　11：00～20：00�

閉 館 日 �

�日・祝日および8月9日（金）～15日（木）�

�8月27日（火）・30日（金）�

�9月7・14・21日（土）�

●夏季休暇中の開館について【8/3（土）～9/30（月）】�
開館時間�

� 10：00～16：00�

閉館日�

�　土・日・祝日および8月8日（木）～16日（金）�

�　8月23・30日（金）�

●夏季休暇中の開館について【8/1（木）～9/21（土）】�
�　開館時間�

�　　10：00～16：00�

�　閉 館 日 �

�　　土・日・祝日および8月8日（木）～16日（金）�

●夏季長期貸出について�
貸出期間：7月22日（月）～9月13日（金）�

返却期限：9月28日（土）�

貸出冊数：図書（含雑誌）10冊 （雑誌は通常どおり1週間の貸出）�

�　　　　視聴覚資料　  　5点�

●グループ視聴室が増えました。�
グループ視聴室が増設され、2室になりました。�

●夏季長期貸出について�
貸出期間：7月22日（月）～9月20日（金）�

返却期限：10月4日（金）�

貸出冊数：学　部　図書（含雑誌）  5冊�

　　　　　　（雑誌は通常どおり1週間の貸出）�

�　　　　大学院　図書（含雑誌）10冊�

　　　　　　（雑誌は通常どおり1週間の貸出）�

●夏季休暇中の開館について【8/5（月）～9/30（月）】�
開館時間�

�8月  5日（月）～9月30日（月）　10：00～16：00�

閉 館 日 �

�土・日・祝日および8月8日（木）～16日（金）�

�8月23・30日（金）�

●夏季長期貸出について�
貸出期間：7月31日（水）～9月20日（金）�

返却期限：10月4日（金）�

貸出冊数：図書（含雑誌）5冊（雑誌は通常どおり1週間の貸出）�

●視聴覚ブースが増えました。�
視聴覚ブースが10台増設され、全15台になりました。�

●夏季長期貸出について�

貸出期間：7月18日（木）～9月11日（水）�

返却期限：9月26日（木）�

貸出冊数：図書（含雑誌）5冊 （雑誌は通常どおり1週間の貸出）�

�　　　　視聴覚資料　   5点�

●休日開館について�
8月25日（日）　12：00～19：00

●DVDプレーヤーが増えました。�
メディアスクエアのブースNO.1～5にDVD/LDコンバー

チブルプレーヤーが増設され、全10台になりました。�
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�
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�

書　名� 白山所蔵�

猛スピードで母は�

中陰の花�

模倣犯：The copy cat（上下）�

ホンダ神話：教祖のなき後で�

開架B2口�

開架B2口�

開架1F軽読�

電動B図書�

913.6：NY22

913.6：GS34

01：448,449

537.067：SM85

朝霞所蔵�

ブラウジング�

3階9門後�

ブラウジング�

1階5門�

01：611

913.6：GS34

01：45,46

537.067：SM

工学部所蔵�

2F一般和書�

2F一般和書�

2F一般和書�

2F一般和書�

913.6：NY21

913.6：GS34

913.6：MM71：1,2

537.067：SM85

板倉所蔵�

開架軽読書�

開架2F-2

開架軽読書�

02：9

913.6：GS34

01：28,29


